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 Jacoby & Kynerはブランド・ロイヤルティの必要十分条件として以下の6項目を
挙げている。 
 (1) 特定の方向を向いている（ランダムではない） 
 (2) 行動面での反応（購入） 
 (3) 時間を経ても発現する 
 (4) 意思決定主体による 
 (5) 複数の代替ブランドのうちから単一もしくは複数のブランドに向けられる 















 Jacoby & Chestnutによる研究においては、ブランド・ロイヤルティの定義に関す
る文献を行動的、態度的、両者混合に分類している（Jacoby & Chestnut, 1978, p.29）。 
 

































的にも根拠が薄弱である」（Murphy & Coney, 1975, p.65）としている。 
 この指摘に対して、Lessigは「採用したロイヤルティの測定方法は、一般的である」




 (2) 態度型 
 行動型に属する研究がもともと多いなかにあって、態度型のものは比較的少ない。





















理解、組織することである。（Katz, 1960, p.170） 
 彼らの研究において、態度と行動の関係は次の4つの関係が考えられ得るとしてい






















 (3) 両者混合型 
 行動面や態度面だけをみるのではなく、両者を混合してストア・ロイヤルティをみ
ようとする研究についてみていくことにする。Bellenger, Steiberg & Stantonは、店
舗イメージと自己イメージの相関とストア・ロイヤルティには関係があるという仮説


























に記したJacoby & Kyner (1973) の挙げた条件をみたしたものである。したがって、
これは行動面と態度面の両者混合型に区分されるストア・ロイヤルティの概念規定で
ある。 

























研究として、例えば、Chebat, El Hedhli & Sirgy (2009) の研究がある。かれらは、
モール（ショッピング・センター)(2)・ロイヤルティを「当該モールにおける反復購買
と当該モールを推奨する意欲の点から、当該モールへの継続的な利用の意向からなる、




























et al. 2000, pp.146-147）。この研究では、基本的に実店舗とオンライン店舗でのロイ
ヤルティ構造が類似しているが、店舗へのアクセス度といった、類型によって大きく
異なる属性による差がみられることを明らかにした点が評価される。 
 Balabanis, Reynolds & Siminitrasは、オンライン・ストア・ロイヤルティの研究
のなかで、知覚されたスイッチング障壁を、Jonesらの研究を引用して、「サービス提
供者のスイッチングに伴う時間、金銭、努力に関する顧客の認識」としている（Jones 
et al. 2000, p.262）。これをもとに、スイッチング障壁には、顧客が提供者からのスイ
ッチングを思いとどまらせるように設計されたロイヤルティ・プログラムも含まれる










































の継続的な利用の意向からなる、購買者の態度的な傾向」（Chebat et al. 2008, p.54）
におけるショッピング・センターを電子モールと読み替えることとする。 
























































































































































































































































































































































































































 (3) 調査概要は以下の通り。 
  調査目的：電子モール・ロイヤルティの予備的調査をおこなう。 
  調査内容：ネット・ショッピングの利用度、買物態度、スイッチング要因など。 
  調査主体：東洋大学 長島広太（東洋大学一般研究費による） 
  実査主体：マクロミル 
  調査方法：実査主体が保有する調査対象者へ応募依頼メールを送付し、回答希望者が Web  
  画面上で回答 
  対象者抽出法と回収状況：全国の 20 歳代から 50 歳代までの男女を、年代性別ごとの人数が
  等しくなるように合計208名、回収した。なお、分析にあたり、この1年間にネ 
  ット・ショッピングを利用していない者は除き195 名を対象とした。 
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